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学 位 論 文 内 容 の 要 旨 
 
環状アミノ酸である４－ヒドロキシプロリンと５－ヒドロキシピペコリン酸は、自然界
の多くの蛋白質に存在する重要なアミノ酸である。 また、種々の医薬品の構成単位とし
ても多用されている。 ４－ヒドロキシプロリンは２個のキラル中心を持っており、４つ
の異性体が存在している。 その中の一つの異性体は、コラーゲンの中にも存在しており、
その安定化にも寄与している。 一方、５－ヒドロキシピペコリン酸も植物、動物内に存
在する重要な環状アミノ酸であり、４つの異性体が存在する。 このように重要な二つの
環状アミノ酸であるが、その合成法は煩雑かつ多段階を必要とするものが多い。 そこで、
本研究では、有機合成と酵素反応を組み合わせた全く新しい合成手法を開発し、この二つ
の環状アミノ酸の新規合成法を明らかにしている。 
 
学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本学位論文では、酵素反応と有機合成化学的のそれぞれの利点を巧みに組み合わせるこ
とにより、これまでにない新しい環状アミノ酸合成法について明らかにしている。 主に、
第２章から第４章においてこれらの新規合成法について述べており、具体的には、ラセミ
体（Ｄ体、Ｌ体という光学異性体の１：１の混合物）に対して、Ｌアシラーゼ、及びサブ
ティリシンという酵素を用いることで、容易に分離可能なＤ体とＬ体を得ている。この両
者を分離後、コストのかかるＤ体とＬ体を分ける操作を行うことなく、有機合成化学的に、
目的としている４種類の光学異性体を高い収率で得ることに成功している。このような合
成手法は、今後、他のアミノ酸合成にも適用可能と思われ、その開発意義は、非常に大き
いものと確信できる。 
以上により、論文審査及び最後試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査し
た結果、本論文が、博士（工学）の学位に十分直するものであると判断した。 
